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寄　稿

大の石が出てくることがある。したがって、

仮に安物の耕運機をかければ、たちまち刃が

欠けるか、壊れてしまうと予想された。元は

市営住宅だった100平米ほどの土地に６mの畝

を一本立て、人力で土を篩にかけて石を取り

除いているうちに、早くもうんざりしてしま

った。石を入れた方が作物の根が丈夫になる

として、わざわざ小石を畑に投入する農法も

あると知り、石を取り除くのは止めにした。

しかし、耕さないことには作物を植えられ

ない（と当時は思い込んでいた）。なんとか耕

さずに作付けできないものか。そう悩んでい

たときに、かつて聞きかじった不耕起栽培を

思い出した。そこから川口由一の自然農にた

どり着くのに時間はかからなかった。耕さず、

肥料・農薬は持ち込まず、草や虫を敵としな

い。それが自然農の基本理念である。そうだ、

石だって敵ではない。肥料代・農薬代も節約

できるなら、こんな好都合な農法はない。コ

ロナ禍の在宅勤務を奇貨として、一本の金属

製シャベルを頼りにどうにか14本の畝を立て

た。この畝を耕さずに使い続けるのである。

2　 不耕起・自然栽培の実際
初めの年（2021年）は虫害に手を焼いた。一

番厄介なのはウリハムシである。キュウリ・

カボチャといったウリ科の苗は、ことごとく

ボロボロにされた。古来、日本の農家はウリ

ハムシに苦しめられ、10世紀に編まれた『延

喜式』では、早瓜に１段（＝1.2反）当たり12人

はじめに
「農」という漢字は、貝殻の鍬で土地を耕

す（ないし除草する）様子を表した会意文字で

ある。ラテン語のagricultura（農業）も、cultus

（耕す）という語を含んでいる。農の営みにお

いて、耕すという行為は、洋の東西を問わず

不可欠とされてきた。

しかし、近年、不耕起栽培が世界的に広が

りつつあり、日本でも不耕起の自然栽培に注

目する農学者が現れている。私自身、農業史

の知見を参照しつつ、不耕起・自然栽培に４

年間取り組んできた。たまたま2024年３月の

日本農業経済学会の特別シンポジウムで、何

か斬新な話をするよう求められたので、思い

切って不耕起・自然栽培と農業史に関する報

告（拙稿「「みどりの食料システム」と農業経

済学/農業史のミッション」『農業経済研究』

96(2)、2024年）を行なった。その詳細な紹介

は割愛し、この小文では、恥ずかしながらそ

の舞台裏である私自身の不耕起・自然栽培の

拙い実践記録を綴ってみたい。

1　不耕起・自然栽培を始めた経緯
私の畑は、東京西郊のあきる野市にある。

農研機構の日本土壌インベントリーによる

と、土壌は「礫質普通アロフェン質黒ボク土」

で、一般的な黒ボク土の中でも土壌表面から

60cm以内に礫層が現れるところに特徴がある

という。要するに石だらけで、畑にしてから

４年目の現在でも、イモを掘っていると人頭
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の「払虫」を付けたとされる。古代の朝廷な

らそれだけの労力を投入できたのだろうが、

現代の庶民である私は、虫取り用の黄色い粘

着シートをぶら下げることにした。

ところが、恐るべきことに、ウリハムシは

粘着シートにかかっても自力で脱出してしま

った。逆にカマキリやテントウムシのような

益虫がシートに貼り付いて悶え苦しみ、死ん

でいった。私は自らの罪深さに戦慄し、粘着

シートの使用を止めた。２年目からはウリ科

の苗をビニール袋で作った行灯で囲い、どう

にか収穫できるようになっている。

２年目の冬には鳥害に苦しめられた。２～

３月になるとヒヨドリがやって来て、キャベ

ツやブロッコリーをつついてしまう。業を煮

やした私は、黄色い防鳥糸を張りめぐらせ、

ヒヨドリが来るたびに手を叩いて追い払っ

た。ヒヨドリがやって来る度に頭に血がのぼ

り、仕事に支障をきたすほどだった。

しかし、ヒヨドリに穴だらけにされ、糞に

まみれたキャベツは、やがて旺盛に育ち、見

事に結球した。そればかりでなく、収穫後の

株から花芽を盛んに伸ばし、これが大変に美

味だった。米ヌカを１平米当たり１掴み程度

しか与えない少施肥栽培なので、ヒヨドリの

糞は劇的な肥効を発揮したらしい。３年目の

冬には、キャベツより早く収穫できるハクサ

イを植え、収穫後の株はヒヨドリがつつくの

に任せて、花芽を美味しくいただいた。ヒヨ

ドリも敵ではなかったわけである。

自然栽培で重要なのは、圃場生態系の生物

多様性である。農薬を使わないので、益虫・

害虫のバランスを意識して整えねばならな

い。４年目である今年の春先に、１坪ほどの

池を掘った。トンボやカエルを呼び込み、ウ

リハムシやヨトウムシを食べてもらおうとい

う算段である。今年の秋は暖かく、虫害は10

月末まで目立ったが、被害は容認可能な範囲

に留まった。11月に入ってサツマイモを収穫

していると、冬眠中のヒキガエルが出てきた。

虫害を受けやすいアブラナ科の野菜たちも、

今のところ順調に生育している。

と思いきや、先日、ついに私の畑もイノシ

シに荒らされた。近所の方からイノシシが出

ることは聞いていたが、昨年まで被害は皆無

で、私はすっかり気を良くしていた。タヌキ

を観察するために付けた防犯カメラがイノシ

シを捉えたとき、私は帰宅途中の電車の中に

いた。スマホの画面に、大切なニンニクやダ

イコンが次々と掘り返されていく様がリアル

タイムで映し出される。たまらず私は途中下

車して自宅の妻に電話し、イノシシを脅して

もらった。幸い、イノシシは一目散に逃げて

いった。ミミズの多い不耕起の畝は、イノシ

シにとっても宝の山だったのだろう。

おわりに
生物多様性の尊重を言うのはたやすい。ウ

リハムシやヒヨドリと和解できたように、い

つかはイノシシとも共存できるだろうか。『農

業自得』を著した田村仁左衛門（1790-1877）は、

イノシシに苗代を襲われたことで、稲の薄

播・疎植に取り組んだ。近世の農民に励まさ

れつつ、自宅の畑から過去と未来の農業の姿

を考えている。

（こじま　ようへい）
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